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産裾期 の 母親役割獲得 プ ロ セ ス を促進する
看護援助方法 に 関する研究
大 平 光 子 (大阪府立看護大学看護学部)
本研究 の 目的 は, 妊娠期 に ｢そ の 人 な りの 母親 と して の 自己像を確立す る こ と｣ を目指 した看護援助を実施 し, 産額期 に
お け る母親役割獲得 プ ロ セ ス を円滑に移行 さ せ る効果を検討す る と とも に, 産祷期 の 母親役割獲得プ ロ セ ス 促進 に有効な妊
娠期の 看護援助方法を明らか に す る こ とで あ る｡ 不妊経験の な い 9名 の 初産婦を対象に, 看護援助及びそ の 反応 の プ ロ セ ス
を縦断的 に調査 して得 られた デ ー タ を質的に分析 した 結果, 妊婦は母親 にな る過程 で 経験す る感情 の 表出, 具体的 な母親役
割モ デ ル の 育児場面 の 投影, 自分 自身 の 考 え 方に 適合した母親役割 モ デ ル を取り込む , と い う反応 の プ ロ セ ス を経 て, 妊娠
の 終 了時点で は負 の 側面も含 め て, 母親役割を引き受け る覚悟を表明 し, ｢自分な り の 母親像｣ が発達 して い た｡ そ の 結果,
産楯 期に は入院期間中か ら, 母親役割獲得 プ ロ セ ス の 非形式的段階 へ の 移行が 始ま る と い う効果をもた ら し た｡ さ らに, 看
護援助 と効果の 関係性 を分析 した結果, 明 らか と な っ た産裾期の 母親役割獲得プ ロ セ ス の 円滑な 移行 に 有効 な妊娠期 の 看護
援助 は, 1 . 母親 に な る過程 で生ずる否定的及 び両価的感情の 積極的な表出を促す, 2 . ス テ レオ タ イ プ の 母親役割 モ デ ル
に と らわ れず, 母親 と し て の 自 己像をありの まま に表出す る こ とを促す, 3. 自分 に と っ て の 現実的な母親役割 モ デ ル の 探
索を促す, 4 . お な か に い る ｢こ の 子｣ を育 て て い る場面 の 空想を促す, 5. 私が ｢こ の 子｣ の 母親に な る と い う気持ちの
表出を促す, で あ っ た ｡
K E YWOR D S: m ater nal role attain m e nt, Nur-
sl ng C a r e, S elf im age asa m other,
Ⅰ
. 緒 言
核家族化や少子化に よる母親役割 モ デ ル の減少 , 育児
場面 にお ける臨機応変な対応や自己決定がで きな い親が
増加 して い ると い う現代の社会状況を踏まえると, 母親
役割の準備状態を整え るため の妊娠期から の看護方法を
開発する こと は重要な課題で ある｡
一 方 で , 日本 の 伝統的な母親像に適合しな い自分を責
めたり, 困惑する母親も多く , こ の こ とが育児負担感を
助長して い る可能性が ある こ とも指摘され て い る 1)｡ 母
親役割獲得プ ロ セ ス へ の 看護援助の あり方は こ の点 に も
十分配慮する必軍がある｡
本研究の 目的は, 妊娠期に 《そ の 人なり の 母親とし て
の 自己像を確立する こと≫ を目指した看護援助を実施し,
産裾期にお ける母親役割獲得 プ ロ セ ス を円滑に移行させ
る効果を検討するとともに , 産裾期の母親役割獲得プ ロ
セ ス 促進に有効な妊娠期の看護方法を明らか に する こと
で あ る｡
Ⅱ
. 研究の枠組み
本研究の 枠組み は, Mer c e r. R2) の 母親役割獲得 の 4
つ の段階の理論的枠組みを応用して 用 い る ｡ Merc er の
理論的枠組みは予期札 形式的, 非形式的段階を経て ,
母親役割獲得の最終地点で ある個人的段階に移行すると
い うも の で ある｡ 本研究の枠組み は, 母親役割獲得プ ロ
セ ス の予期的段階で ある妊娠斯か ら, 社会文化的規範に
必要以上にと らわれ る ことなく, 自分なり に母親と して
どう あろうとするか と いう ｢そ の 人なり の母親像｣ を十
分に発達させる看護援助が , 産裾期にお い て , 実際的な
役割変化に伴う葛藤や困惑を起 こ しやすい形式的段階を
短縮させ, 母親役割獲得プ ロ セ ス を短期間で 円滑に移行
させると い う考え に基づ い て い る｡ (図1)
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Ⅲ . 用語の定義
1. そ の人なりの母親像の確立 :母親と なる過程で社会
文化的規範に必要以上に と らわれず, 自分なりに母親
とし て どうありたいかと いうその人なりの母親像をし っ
か りと打ち立て る こと｡
2
. 母親役割獲得プ･田 セ ス の段階 :
1) 予期的段階:母親役割に 関する役割期待をイ メ ー ジ
化し, 母親役割を学習し始める段階で ある｡
2) 形式的段階:実際的な母親役割を経験する段階で あ
る｡ こ の段階は約1 ケ月続き, 模範的な母親役割を遂
行しようとする｡ わ が子 の ニ ー ズ に適合する方法を自
ら試し始めたときに形式的段階は終了する｡
3) 非形式的段階: 自分とわが子に適合する自分なり の
やり方を工夫しながら役割関係を発達させる中で , 自
ら の母親役割を構築して いく段階で ある｡
4) 個人的段階 : 自分自身が遂行し て い る母親役割 に
｢ 心地よさ｣ を感 じる よう になり , ｢そ の人なり の母親
像｣ が確立される段階で ある｡
3
.
ス テ レ オ タイプの母親役割モ デ ル : 日本 の社会文化
的背景か ら形成され て きた母性愛を偏重する母親役割
モ デ ル で ある｡
Ⅳ
. 研究方法
1. 研究デザイ ン
本研究で は, 文献検討 2)~7) か ら演鐸的に創 出した看
護援助を母親役割獲得プ ロ セ ス の 理論的枠組み に基づ い
て整理 し, 現代 の社会背景に合わせ て修正を加え た ｢そ
の人なり の母親像の確立｣ を目指す看護援助を開発した｡
こ の看護援助に よる妊娠期か ら産裾期を通して の反応に
関するデ ー タ を収集 し, 介入効果の 分析を行う ため に縦
断的質的デザイ ン を用 いる ｡
2. 看護援助
｢その人なり の 母親像の 確立｣ を目指す看護援助とは,
1) 母親像を確立する前に自己を見 っ めなおす ことを支
持する, 2) 社会文化的に規定され た母親とし て の ある
べ き姿の 押し付けか ら解き放ち, 自分なり の母親像を持
つ こ とを保証する, 3) そ の人 の あるがままを受け入れ,
そ の 人なり で良 い こ とを保証するこ と に より , ｢そ の人
な りの 母親像｣ の確立を支持する, 4) ス テ レ オ タイ プ
の 母親像に押し つ ぶ されな い力, 自分自身で 問題解決す
る能力, 現実を見 っ める能力を支持す る, と い うも の で
ある｡
3. 看護援助の方法
1) 妊婦健康診査の場で , 各対象の母親役割獲得プ ロ セ
ス の状況に応じ て , 看護援助を実施する｡
2) 看護援助の 時期は原則とし て妊娠28週以降に開始し,
妊娠36過を看護援助の終了地点とする｡
3) 看護援助及び面接場面に お い て , 研究者 は妊娠期の
保健指導, 自己開示できる場とし て の安全の 保証, 共
感的態度, 手段的 ･ 情緒的支援を提供する こ とを心が
ける｡
4
. 研究対象
研究対象は以下の 条件を満たし, 研究 へ の 参加に承諾
の得られ て い るもの とする｡ 1) 日本人の初産婦, 2)
不妊の経験がな い , 3) 妊娠中期より, 正常新生児を出
生後, 産裾3 ケ月ま で の 経過が追跡できる｡
5. 調査方法
1) 面接調査 :(彰妊娠期な らび に産裾期の母親役割獲得
プ ロ セ ス の状況, (塾｢母親と し て の自己像｣ に 関する
表現, ③産裾期の母親像の 確立状況, を把握する｡ 先
行研究を参考に した母親役割獲得プ ロ セ ス を把握する
ため の ア セ ス メ ン ト指標 は, 表1 , 表 2 に示す通りで
ある｡
表1 妊娠期の 母親役割獲得プ ロ セ ス の状況を把撞す
るため の ア セ ス メ ン ト指標 (抜粋)
1
. 妊娠中 の 生活, 妊娠 ･ 出産 ･ 育児 の モ デ ル に つ い て
役割 モ デ ル の 投影一取り込 み一拒絶 の 状況
2. 母親役割 モ デ ル と の 接触に つ い て
3. 母親行動 の 試行 の 経験, 胎児 と の 相互作用 に つ い て
4. 母親に な る自分自身, 子 ども, 夫に 関す る空想内容 に つ
い て
空想内容 の 投影一取 り込 み一拒絶 の 状況
5. 妊娠 に伴 う変化 (body im age, 心理 社会的側面) に対
す る認識 と葛藤な ど妊娠が終了 した らや り た い と考 え て
い る こ と
表2 産祷期の母親役割獲得プ ロ セ ス の状況を把握す
るため の アセ ス メ ン ト指標 (抜粋)
1. 産裾期 の 生活 ･ 育 児の モ デ ル に つ い て
2
. 信頼 の あ る,
'
ま た , 予測 に伴う赤ち ゃ ん に つ い て の 知識
が あ るか
3
. 母親役割 の 遂行状況 に つ い て
(分社会的 コ ン セ ン サ ス を 得 た期待 に固執 して い るか
②専門家の 助言 と は別 に乳児 の ニ ー ズ に合 わ せ る方法 を試
し始 め て い るか ｡
(卦母親 とし て の 自分 に自信が あるか .
4
. 現 時点 にお け る母親役割 に関す る認識
5. 妊娠 期の 予測 と現実 の 母親役割 に関する ギ ャ ッ プ と そ の
対処
6. 母親 と して の 自己を ど の よう に表現 して い るか/ し て い
な い か
7
. 母親 と して の 自己以外 の 【私】 に つ い て の 認識 に つ い て
どの よ う に表現 して い るか / して い な い か
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2) 参加観察法 (参加型) に よ っ て , ①妊娠期の看護援
助及びそ の反応, ②授乳及び乳児健診場面にお ける母
親役割獲得プ ロ セ ス の 段階を調査する｡ 看護援助の場
面は対象の承諾を得て テ ー プ録音する｡ 産裾期の母親
役割獲得プ ロ セ ス に お ける行動の観察は, 原則として ,
産裾1 日目 - 退院ま で の 期間, 授乳室で定期的に行わ
れる授乳時間に 毎日1 - 3回観察する｡ 退院後は退院
2週間後健診, 1 ケ月健診時の母子を観察し, 母親 の
言動, 子 ども へ の 関わ りを観察する｡ 観察内容は観察
終了後, フ ィ ー ル ド ノ ー ト に 記録する｡
6
. 分析方法
1) 個別分析: 各対象にお ける母親役割獲得プ ロ セ ス を
記述 し, 看護援助とそ の反応を明らか にする｡
①妊娠期並び に産祷期の 母親役割獲得プ ロ セ ス の状
況, ②妊娠期の 看護援助, ③妊娠期から産裾期に おけ
る ｢そ の人なり の 母親像｣ の 確立状況, に関する文節
を意味内容を損なわな い よう に要約し て抽出し, 研究
の枠組み に基 づく経時的に 一 覧 できる分析プ ロ セ ス シ ー
ト に 記述する ( 表3)｡ 分析プ ロ セ ス シ ー ト か ら, 対
象 の ｢そ の人なり の 母親像確立｣ を促進する こと に影
響した看護援助の 種類お よび対象の妊娠期および産裾
期の反応の特徴との 関連を分析する｡
表3 分析プ ロ セ ス シ ー ト
妊娠期 の 分析 プ ロ セ ス シ ー ト (書式)
妊娠期の 分析プロ セ ス シ ー ト (書式)
時期
母親役割獲得 母親として の 影響要因 (母体の状況 .
特記事項
プ ロ セス の状況 自己像の確立状況 新生児の状態など)
産葡
1日
2) 全体分析 : 全対象の妊娠期の看護援助と産裾期に も
た らされ る効果の関係性を分析し, そ の特徴を浮き彫
りにする｡
① ｢そ の 人なり の 母親像確立｣ を促進する看護援助の
種敬お よび妊娠期か ら産裾期の母親役割獲得プ ロ セ
ス に お ける看護援助に対する反応の関連を分析する｡
②全対象か ら抽出され た ｢そ の人なり の母親像確立｣
を促進する看護援助 と看護援助に よ っ て もたらされ
た妊娠期お よび産裾期の 効果の関連を分析する｡
3) 分析手順の 各段階にお い て , 質的分析の専門家の継
続的な ス ー パ ー ビ ジ ョ ン を受けるととも に , 対象 の記
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述 に立ち返り, 矛盾がな い かを確認 しなが ら進める こ
と に より, 信頼性, 妥当性を高める こと に努めた｡
Ⅴ
. 結 果
1. 対象 の概要
最終的な分析対象は正常新生児を出産した9名である｡
対象 の母親役割獲得プ ロ セ ス に影響する個人的要因を表
4に示す｡
表4 各対象の母親役割獲得プロ セ ス に
影響する個人的要因
対象 年齢
職業 I.≡- ,i岩
鰍 項容
額剖 子どもとの 夫との ;. .7;;
緋渚
サポ ー ト
就労形態 :.i;
=
;
:
モデル 伽 蛤 関係 形態 'fl,-;
A 23 ≡至言
′ヾ - トタイム
1年 嬉しい 友人 育 良好 核 夫 実母
B E] ;jr. L1≡宝 至 1年
未満
嬉しい 田
同僚
育 良好 拡大 夫
義更母
実母
田
C E3 ≡コ一≡r I
フルタイム
産脚焔滑予定
1年 嬉しい 同僚 育 良好 核 夫 実母
D E3 ■:i;:早 1年 嬉しい 実母 ほとんど
なし
良好 拡大 夫
実母
実母
E E] I;::::千 1年 欲しく切 り
たわけでは
ない○
実母
義母
ほとんど
なし
良好 核 夫 実母
ど 27 喜F:;=1L
パ ー トタイム
1年 嬉しい ;-T.'.JRl
友人
育 良好 壊 夫 実母
田
G 27 ㈱ 噂
フルタイム
2年 嬉しい 友人 育 良好 核 夫 実母
冗 E3 鋭 点 1年 とても嬉し 実姉 育 良好 核 夫 実母
フルタイム
郷 党
田 い 桓糠 実姉
Ⅰ 32 I:i::ゴ 2年 嬉しい 実姉
友人
育 良好 核 夫 なし
2. 各対象における母親役割獲得プ ロ セ ス の 概要および
看護援助とそ の反応
1) 妊娠期の看護援助および看護援助に対する反応
各対象の母親役割獲得プ ロ セ ス の状況および看護援助
とその 反応に つ い て , Bを例に妊娠経過に沿 っ て述 べ る｡
Bの 母親役割獲得プ ロ セ ス に おける看護援助 (図中の†)
と反応プ ロ セ ス を要約したもの (図中の ( ) )を図2
に示す｡
妊娠28過に は, 【心身の苦痛の表出】 , 【妊娠に伴う
制約や喪失するもの に つ い て の表出】 を促す, 母鶴役割
モ デ ル と の 接触を通じ て , 【育児場面にお ける困難や楽
しさ の想像】 , 【胎児と の 相互作用の体験を表現するこ
と】 を促す, と い う種類の 看護援助を行い , その 反応と
し て (苦痛の表出) や ( 自分なりの 考え の 表明) , (現
実的な母親役割 モ デ ル の投影) な どが現れ た｡
妊娠30週で は, 【摂生に取り組む ことが難し いと い う
ことを受容】 する, 【母親 になる こと に つ い て 感じる こ
とを表現する】 とい う看護援助を行い , 反応と して は,
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園2 Bの 母親役割獲得プ ロ セ ス にお ける
看護介入 と反応の プ ロ セ ス
(摂生が守れな い) な ど, 規範的な役割が取れな い こ と
を自己開示 して い た｡ こ の 過数で は母親に なる実感に 関
する反応は現れて い なか っ た｡
妊娠36週で は 【胎児の 特徴を提示し, 育児場面で の子
どもと の 関わりの 空想を促す】 , 【生活の 中で の母親で
ある自分の 位置付けを空想するこ とを促す】 , と い う看
護援助を行い , 妊娠39週で は 【胎児との相互作用を通 し
て感 じる ことや母親に なる実感に つ い て表現する ことを
促す】 とい う看護援助を行 っ た｡
こ れ に対して , 妊娠36週以降に は (手の かかる我が子
を育て る自分の 姿を想像する) , (子どもと の関係に お
ける母親と して の 自分の位置付けを予測する) とい う反
応が現れ , 最終的に は (マ イ ナ ス面も含めて子 どもと の
生活を受け入れ る覚悟を表明する) , に至り, B は妊娠
期に自分なり の母親像確立を進めて い た｡
2) 妊娠期の看護援助が各対象の産裾期の母親役割獲得
プ ロ セ ス に及ぼした効果 ( 図3)
妊娠期の ｢そ の人なりの母親像確立｣ を促進する看護
援助に よ っ て , 妊娠期および産裾期の 母親役割獲得プ ロ
セ ス に もたらされた効果を, 各対象 に つ い て 分析した結
果, 妊娠期の看護援助が産裾期の 母親役割獲得プ ロ セ ス
に及ぼ した効果は図3 に示す通りで あ っ た｡
対象A, B, D , E, F , G, Ⅰ の看護援助に よる妊
娠期の 効果の 特徴は, 特 に子どもと の関係を意識した育
児場面 で起こりう る具体的な制約や困難を予測する, 母
親と して の 自己の 位置付けが明確で ある, と い う段階 へ
の効果の現れ であ っ た｡ 産裾期の A, D, F, G, Ⅰ の
母親役割獲得プ ロ セ ス は, 非形式的段階 へ の移行から非
形式的段階を進行中の 段階に あり, B, E で は非形式的
段階を進行中で あ っ た｡
B , Eの 特徴は, 家族 に よる ス テ レ オ タイ プ の母性観
に基づく母親として の評価がもともと低か っ た｡ したが っ
て , 看護援助場面で否定的感情の表出とス テ レ オ タイプ
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図 3 妊娠期の 看護介入が各対象の産額期の
母親役割獲得プ ロ セ ス に及ぼ した効果
の 母親役割 モ デ ル か ら の解き放ち に , 特 に力を入れた対
象で あ っ た｡ 介入 に対するB の妊娠中の 反応の特徴は,
妊娠 に伴う身体的苦痛に関し て積極的に否定的感情を吐
露し, 否定的感情の吐露の後に必ず, 妊娠し て い る こ と
や胎児との相互作用に関する肯定的感情が表出された こ
と で ある｡ E の妊娠中の反応は, ス テ レ オ タイ プ の母親
役割 モ デ ル と比較される こと へ の 抵抗を積極的に表出し
た こと で ある｡
C, Ⅲ は産裾期の母親役割獲得 プ ロ セ ス の 段階が入院
期間中に形式的段階に あ っ た｡ C , H の 看護援助に よる
妊娠期の効果の あらわれは, C は否定的感情の表出, 母
親とし て の自己の位置付けの予測, 実際 の育児場面で経
験する困難の漠然と した予測ま で で あ っ た｡ Ⅲ で は現実
的な母親役割モ デ ル と の接触を通し て , 育児場面に お け
る具体的な予測があ っ た が , 母親 に なる実感や母親と し
て の自己像に つ い て , 自分自身の考えを表明する ことが
なく, 常 に夫 の母親観を表現すると いう特徴が見られた｡
2. 妊娠期の看護援助 と産祷期にもた らされた効果
各対象か ら抽出した看護援助の内容を分類 ･ 統合し,
得 られた5種類の 看護援助と看護援助に対する反応の 内
容を分類 ･ 統合し, 得 られ た妊娠期の反応10種類と産裾
期の 反応7種類に つ い て , そ の関係性を分析 した結果の
概要を看護援助ごと に述 べ る
1) 【母親にな る過程で経験する否定的および両価的感
情の 表出の 促し】 は, 妊娠期に ボ デ ィ ー イ メ ー ジ の 変化
や生活上の 制約に 関す る ( 否定 的感情の 表 出及 び吐
露) と いう反応を経て , 産裾期 に は (否定的感情の 表
出) , (自分なりの 母親像に含まれる否定的感情を吐露
する) , と い う効果が得られ た｡
2) 【ス テ レ オタイ プ の母親役割モ デ ル へ の と らわれか
らの 解き放ち】 は, 妊娠期の (否定的感情の 吐露) ,
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(ス テ レ オ タイ プ の 母親役割 モ デ ル へ の 抵抗を表明す
る) , な ど の反応を経て , 産裾期に は (率直な感情を吐
露する) , ( 自分とわが子 に適した母親役割 モ デ ル を探
索する) , と い う効果が得 られ た｡
3) 【現実的な母親役割 モ デ ル 探索の促し】 は, 妊娠期
の (実際に育児をして い る母親役割モデ ル と接触する) ,
(母親とし て の 理想的な自己像と現実の ギ ャ ッ プ を予測
する) など の反応を経て , 産裾期に は (自分と我が子に
適合した母親役割モ デ ル や母親像を探索する) , (実際
の 育児場面に おける制約や困難さ を予測する) , と い う
効果が得られた｡
4) 【子どもとの 関係性を意識 した育児場面の空想一投
影の促し】 と い う看護援助 は, 妊娠期に , (母親とし て
の 自己の位置づけを空想する) , (子どもと の関係性を
意識した母親像の投影) とい う反応を経て , 産裾期に は
(自分と我が子に適 した母親役割 モ デ ル を探索する) ,
(自分と わが子に適合した育児方法を選択する) と いう
効果が得られた｡
5) 【母親に なる実感の表出の促 し】 は, 看護援助開始
当初は ｢ 実感が湧か な い｣ と い う反応を認めるが , 妊娠
34週以降に なると (母親とし て の 自分の姿を想像する) ,
(子どもと の関係性に おける母親と して の 自分自身の 位
置づ けを表現す る) と い う反応が み られ , 産裾期に は
(自分と我が子の状況に応じた母親役割 モ デ ル を探索す
る) , (母親とし て の心地よさを感じ始める) と いう効
果が得 られ た｡
Ⅵ . 考 察
1
. ｢そ の人なりの母親像確立｣ を促進する妊娠期の看
護援助が母親役割獲得プ ロ セ スの移行にもたらす効果
本研究の対象で は, 母親役割獲得プ ロ セ ス の進行に お
い て , 役割獲得の形式的段階か ら非形式的段階 へ の移行
が , 入院期間中ある い は退院時点か ら始まり, 1 ケ月時
点で は, 7例 に認め られた ｡ Mer c e r8) は, わ が子 の ニ ー
ズ に適合する方法を試し始め るま で に は, 産裾1 ケ月か
か ると述 べ て おり, 形式的段階か ら非形式的段階 へ の移
行は, どん な に早くて も産裾2週目頃で あると い う のが
定説とな っ て い る｡ 本研究に お い て は, ｢そ の 人 なり の
母親像確立｣ に焦点を当て る こと に より , 自分とわが子
の 状況や関係性を認識する こと に影響が及び, 早 い時期
か らわが子の状況に適合する育児方法や育児観, 母親観
な どを持 っ 段階に至り, 非形式的段階 へ の移行が入院期
間中か ら始まると い う点に効果があ っ た と考える｡ 早い
時期か ら非形式的段階に移行する ことば, 自分と自分の
子 どもの 状況に適合する方法を模索すると い う課題に入
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院中か ら取り組む ことが で きるため, そ の試行錯誤の過
程で看護援助を受ける ことが で きると い う利点がある｡
｢そ の人なり の母親像確立｣ を促進する看護援助と産裾
期の母親役割獲得プ ロ セ ス の 関係性 は以下の よう に とら
えられた (図4)0
【母親に なる過程で経験する否定的及び両価的感情の
表出の促し】 と 【ス テ レ オ タイ プの母親役割 モ デ ル か ら
の解き放ち】 と い う看護援助は, まず, (自分なりの母
親像に含まれる否定的感情の 吐露) と いう効果に強く結
び っ く｡
図4 看護介入 と産額期の 効果の関係性
こ の感情の 吐露は, 母軌 こ なる こと へ の肯定的な気持
ちに転換する エ ネ ル ギ ー と な っ て , (自分なりの母親像
を模索する) とい う効果に結び つ く｡ 妊娠 に伴 っ て 経験
する ネガ テ ィ ブな感情の 表出や喪失に対する悲嘆作業 へ
の取り組みが, 母親役割獲得プ ロ セ ス を促進することば,
母親役割に 関する初期の 研究 9) に よ っ て 確認されて い る｡
本研究に お い て は, 妊婦の 示す悲嘆作業の取り組みの 様
相を縦断的に追跡すると同時に , 具体的な看護援助とそ
の評価を詳細に行う こと に よ っ て , 悲嘆作業 へ の 取り組
み の有効性を明確に して い る｡
こ う し て , 母親役割獲得プ ロ セ ス へ の 取り組みが促進
されると, 次 に は, 【現実的な母親役割 モ デ ル 探索の促
し】 , と い う看護援助に よる反応と して , (自分と我が
子の状況に応じた母雑役割 モ デ ル を探索する) とい う効
果が現れ る｡ 実際 に育児をし て い る母親役割 モ デ ル と接
触するこ と に より , 現実 の育児場面で は, 母と子の幸せ
な場面と同時に , 際限 の な い乳幼児の要求に応える難し
さ , 苛立ち, 怒りさえ も覚え る こ とが , ごく普通で ある
と い う認識を得るこ とが で きる｡ こ の探索行動の経験を
通 して , (実際の育児場面で生ずる で あろう困難や困惑
を予測する) な ど, 現実的な育児場面を投影すると いう
段階に円滑に進む ことが できる｡
現実の育児場面に関するイ メ ー ジ や投影が増加 して く
る頃に , さ ら に , 【子どもと の関係性を意識 した現実的
な育児場面の空想 一 投影 の促し】 , つ まり生活場面や育
児場面を意識した自分と子どもと の関わり に つ い て の 空
想や投影を促すような看護援助を行うと, 育児場面で 経
験する マ イ ナ ス 面も含めて , こ の子 の育児を引き受 ける
｢母親とし て の私｣ の姿をイ メ ー ジする な ど, ( 実際の
育児場面で生ずるで あろう困難や困惑を予測する) と い
う効果に結び つ く ｡ 実際 の育児場面の投影を通 して , さ
ら に , (自分なり の母親像を模索する) とい う効果に結
び つ き , ま た新たな (自分と我が子の状況に応じた母親
役割 モ デ ル を探索する) とい う効果に結び つ く｡
【母親に なる実感の表出の促し】 と い う看護援助 は,
直接的に (自分なりの母親像を模索する) とい う効果を
もたらし, 母親像の模索を通して , (自分と我が子の状
況に応じた母親役割モ デ ル を探索する) とい う効果に結
び っ く｡
以上 の ような関係性が生じる結果, 母親役割獲得プ ロ
セ ス の段階の移行が , 入院期間中ある い は退院後1週間
後という時期に非形式的段階 へ の移行が始まると い う効
果を導くもの で あると考える (図5)0
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園5 母親役割獲得プ ロ セ ス における ｢そ の人なりの
母親像確立｣ を目指した介護介入の効果
2 . 母親役割獲得プ ロ セ ス促進に有効な妊娠期の看護援
助
産裾期の 母親役割獲得プ ロ セ ス を促進させる有効な看
護援助とし て , 本研究結果に基づ い て , 5 つ の看護援助
を提言し, 各看護援助に つ い て 〔A〕 母親役割獲得プ ロ
セ ス の予期的段階に実施する こと の有効性 ･ 必要性に つ
い て , 〔B〕 実際の 臨床場面で の 活用の 仕方 , と い う2
点に重点を お い て述 べ る｡
(1) 母親になる過程で生 じる否定的及び丙価的感情を
積極的に表出するよう促す
〔A〕 現状の臨床場面で は, 妊娠期に悲嘆作業を進める
ような看護援助を提供 して いる こと は極め て少な い ｡ ま
た否定的感情の表出や吐露 は, 伝統的な母親観を重視す
る環境で は家族や夫に さえ理解され な い こ とが多い ｡ 否
定的ある い は両価的感情を抵抗 なく表出で きるような看
護援助に よ っ て , 妊婦 は苦痛や戸惑い を他の人も感じて
い る こ とを知るある い は, 自分が特別で はな い と い う こ
と を認識し, 母親とし て の 自尊心を傷 つ けられる ことな
く母親で ある ことや子どもに対する否定的感情を持 っ 自
分も含めた ｢そ の人なり の母親像｣ に取り組む こと に肯
定的な影響を及ぼす｡
〔B〕 こ の 看護援助で は, 看護職者の 立場か ら具体的な
否定的感情の例を提示する こと に より, 感情を表出ある
い は吐露する安全な場を保証する ことが効果的で ある｡
例えば , ｢おなかが大きくな っ て き て , 動 き づ ら い とか ,
嫌な こ とはありますか｣, ｢こ れく ら い の 時期に なると,
赤 ち ゃ ん の動きが激しくて , も う動 い て 欲しくな い と思
う ような人もい るけどそんな こと はな い で すか｣, と い
う ような表現を用い る ことは, 看護者が具体的な制約や
負担感, 戸惑 い を理解し て い る こ と, 制約や負担感に共
感し, 受け止める ことが で きる ことを妊婦 に示すこ と に
役立 っ ｡
(2) ス テ レオタイプの母親役割モ デ ル にとらわれず母
親と して の自分の姿をありの まま表現するよう促す
〔A〕 周囲から ス テ レ オ タイ プの 母性観で評価され る こ
と に よ っ て , 自分 は母親 らしくな いと自信をなくし て い
る妊婦は決 して少なくな い ｡ 看護職者が , 母親 に なる過
程で経験する辛さや苦痛, プ レ シ ャ ー を理解する存在で
ある ことを示すこと ば, 困難や苦痛を乗り越える エ ネ ル
ギ ー と なり, ス ト レ ス や プ レ ッ シ ャ ー か らも解放する こ
と に つ ながる｡ 妊婦健康診査の 場で こ の ような看護援助
を行う こと ば, 心 理的安定を得え , 妊娠 に対する適応力
を高める上で有効で ある｡ 母子関係を築い て いく過程に
ある女性の 健康を身体的 ･ 心理社会的側面の両面か ら支
える こと こそ , 助産婦の力量を発揮できる独自の領域で
ある｡
〔B〕 本看護援助を実施する上で注意する点 は, 母子の
安全を守る ことが保証される ことを前提とする こと で あ
る｡ そ の 上 で , 看護職者とし て は, ど の ような母親観や
育児観を開示され て も, 看護職者自身の偏見をで きる限
り コ ン ト ロ ー ル し, まず, あり の まま の そ の人を受 け止
め る こ と で ある｡ こ の ス テ ッ プ がなければ, 妊婦がそ の
後あり の まま の母親像を開示する ことは で きな い ｡ 看護
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職者の こ の ような態度 こそが, ス テ レ オタイ プの 母親役
割 モ デ ル に必要以上に縛 られる ことか ら解放するこ と に
つ なが る の で ある｡
(3) 自分にと っ て の現実的な母親役割モ デルを探索す
るよう促す
〔A〕 育児場面や母親と して の 姿 に関するイ メ ー ジが希
薄で あ っ た り, 可愛 い赤ち ゃ ん を抱く夢の ような空想に
留ま っ て い る場合に は, 予想と現実の 不 一 致 の程度が大
きくなり予想と現実の ギ ャ ッ プを埋めるため に産裾期に,
心身とも に多大な エ ネ ル ギ ー を 消費する こと に なる｡
妊娠期に実際の育児場面に接触したり, イ メ ー ジ できる
母親役割 モ デ ル の探索を促すこと ば, 少子化や核家族化
が進む現代の母親の , 育児 ス ト レ ス や育児不安 へ の 予防
的視点に立 っ た育児支援の基礎と して 重要で ある｡
〔B〕 本看護援助で は, 育児場面で 試行錯誤した経験の
内容などを妊婦自身に投影 し, 妊婦が自分自身の 近い将
来を具体的にイ メ ー ジする ことを促すため に , 可能な限
り生後3 - 6 ケ月 の第 一 子 を育児中の 母親と接触するこ
とを勧める｡ 実際 の育児場面を見る こと に よ っ て , 子 ど
もは可愛いが , イ ライ ラ したり, " 泣き" に 悩まされ て
子どもに否定的感情を持 っ たりする ような育児で 体験す
る マ イ ナ ス の側面や子どもと の 関わりに関する母親役割
モ デ ル を探索する ことを促すとい うもの で ある｡ ま た ,
少子化が進む現代に お い て は, 母親教室の場を利用して ,
仲間同士の おし ゃ べ り を組み込む こと に より親役割 モ デ
ル との 接触をはかり, そ こ で話された内容を専門的立場
に よ っ て , 意味づ けしたり, 保証すると い うやり方も有
用で あ る｡
(4) おなかにいる ｢こ の子｣ を育てて い る場面の空想
を促す
〔A〕 妊娠期に子どもに関する空想や母親に なる自分の
姿を空想する こと は, 実際 の育児場面の投影や自分に適
合する母親役割 モ デ ル の 吟味に役立 っ もの で ある｡ 子ど
もと の 関係性に お ける自分自身の 位置付けが明確に表明
されるよう に なる と, さ ら に , 胎児期 の子 どもの特徴
(よく暴れ るなど) を育児場面に お ける子 どもの 活動 パ
タ ー ン や子どもの扱い やすさな ど に投影しなが ら, そ の
ような特徴を持 っ 子 どもの育児を引き受 ける ことを表明
するよう に なる｡
〔B〕 こ の看護援助は, 今おなか に い る ｢こ の子｣ が生
まれ , ｢こ の子｣ と生活し, ｢こ の子｣ を育て ると い う,
わ が子と の関係の中で の母親とし て の 自己像を空想する
こ とを促すというもの で ある｡ 妊婦がおなか に い る ｢こ
の 子｣ と の関係を表現する ことが で きるため に は, た と
えば , 胎児と の相互作用を体験するときの感情を表出し
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たり, 胎動 の特徴をとらえ て , 実際に生まれた後の子ど
もの活動 パ タ ー ン や気質を想像する ことを促 し, 母親と
し て の自分が こ の子と関わ る場面を空想一投影する こと
を促す｡ ま た, 夫の父親として の姿を想像することに よ っ
て , 子 どもと関わる夫の姿や子 どもの特徴を想像する こ
とを通し て , 自分自身の自己像を表現で きように なる こ
とも多い ｡
(5) 私が ｢こ の子｣ の母親になると いう気持ちを表出
するよう促す
〔A〕 本研究の対象者は, 面接中に は ｢母親に なる実感
はな い｣ と表明して い るもの が多い ｡ 母親と して の役割
に つ い て考える ことは, 役割 に つ い て の態度を方向づ け
る助け に なるもの で あり, 母親役割獲得プ ロ セ ス に お い
て重要な意味を持 っ ｡
〔B〕 看護援助方法とし て は, 胎動が活発に なり, 胎動
を介し て胎児と の相互作用が増加する妊娠34過以降に行
う こ とが効果的で ある｡ 胎児と相互作用を体験 したとき
の感情を表出したり, ロ ー ル プ レ イ を体験 した時の感情
を表出する こと, 母親 に なる こと に つ い て の不安や自信
の表出を促す こと に よ っ て , 間接的に母親に なる実感の
表出を促す｡ 例えば胎児と相互作用を体験 したときの感
情の 表出を促すと ｢ト ン ト ン と叩くと蹴 っ て き たり, す
ると可愛い なあと思う｣, ｢こ の子をまもらなきゃ と思う｣
と反応するなど, 母親 に なる自分自身と ｢こ の子｣ と い
う感覚の 芽生えを表現する こと に つ ながる｡ こ の よう に
妊婦が生活の中で漠然と認識して い るもの を言語化する
こと ば, 自分自身の 認識を具体化し, イ メ ー ジ を鮮明な
もの に する効果がある｡
Ⅶ . 結 語
本研究で は, 妊娠期から継続的に ｢そ の人なりの 母親
像を確立する｣ 看護援助を行う こと に より , 産裾期の母
親役割獲得 プ ロ セ ス を円滑に 移行させると いう結果が得
られた｡ しかしながら, ｢そ の人なり の 母親像の 確立｣
とい う ことば, 個人的なプ ロ セ ス で あるため , 複雑な要
因が影響し合 っ て い る こ とか ら, 本研究の結果を 一 般化
する にあた っ て は, 対象 に応 じて個別的に慎重な対応が
必要で ある｡
本研究の 対象は, 明らか な合併症や産科的問題の な い
健康な妊産婦であるが , 明 らか な健康問題を抱えた母親
だ けで なく, 健康 レ ベ ル の 高 い母親に対し て も育児場面
における問題解決能力, つ ま り育児力を高める育児支援
とい う観点か ら妊娠期か らの 継続看護を シ ス テ ム 化して
いく こと ば重要で ある｡
本研究に ご理解を頂きご協力くださ い ました妊産婦の
みなさま に心より感謝い た します｡
ま た, 本研究を進める に あたり , ご指導頂きました千
葉大学看護学部佐藤穫子教授 , 森恵美教授に深謝すると
ともに お礼申し上げます｡
本論文 は千葉大学大学院看護学研究科にお ける博士学
位論文の 一 部 に加筆 ･ 修正したもの で ある｡
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STU D Y OF N U R SIN G C A R E T H AT FA CILIT AT ES M A TERN A L ROL E A T T AIN M E N T
D U RIN G TH E PO ST P A RTUM
M its uko O hira
Osaka Pr efe ctur al College of Nur sl ng
K EY W O R D S:
M ater nal r ole attainm ent, Nursl ng Caret S elf im age as am other
T he pu rpose of this study w asto clarify the aspects ofnu rslng Ca rethat prom ote the m ater nal
role attain m e nt during the postpartum , Nine Japanes elo w risk e xpe ctant m othe rsto ok part in
the s urvey during their third trim e ster up to one m onth postpartu m . Qu alitative data we r e c olle-
cted from subje cts about nu r slng Ca rethat fa cilitate the establishm e nt of self-im age a s a m othe r
during pregnancy. The c or relatio n betwe e nnurslng C are pro vided and the adv anc ed stage m ater n al
r ole attain m ent w a squ alitatively an alyz ed. Expectant m othe r s adv an ced to the info r m al stage
fr o m the for mal stage of m ate r n al r ole at tain m ent during the e a rly po stpa rtu m pe riod. The fol-
low lng aspects Of nursl ng Care effectiv ely pro m oted the m ater nal role attain ment･
1 . Facilitating expre s sion that the expectant m otherha s experienc e negative feeling and a mbiv al
-
1
enc ethr o ugh bec om l ng a m other .
2 . Fa cilitating a n expectant m other to de velop a self-im age as a m other freefrom c on ventional
m atern al role m odels .
3 . Fa cilitating a n expectant m other to s e ar ch fo r c o ncrete m ater nal role m odels .
4 . Fa cilitating an expectant m other to discu s herfa ntasies abo ut n u rturing
"her baby
"
.
5 . Fa cilitating an expectant m other to expre ss herfe elings about becom lng a m Other･
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